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第 2 回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

 L　　　　　千々波委員長  L　　　　　徳田副委員長  L            荒木副委員長

 L           山崎副委員長  L　　　　   宮本副委員長  L　　　　    秋元副委員長

 L　　　　 　　　  片岡委員  L　　　　  　  平山委員  L　　　　           委員

 L　　　　           委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

 L　　　　           委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

 L　　　　           委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

 L　　　　           委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

 L　　　　           委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

L上野SPA L工藤SPA L中井副幹事
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作　成　者

次　　　第

議　　　題

　Ｌ德田修一

今後の審議予定

その他

　２０１４年　１０月１７日　　金曜日　　　　１５時　４５分　～　１７時　３０分次回開催日時
　　　　　　場所 キャビネット事務局会議室

各クラブ会長宛、協力金募金の要望書送付の件

要望書作成までの経過報告

趣旨の説明

今後発生すると思われる各メンバーからの質問に対する対応策

（委員会全員の意思統一が必要）

現在までの諸情報

配布資料の確認

議事録指名　　副委員長　L德田修一

日程確認・調整

次回開催確認

審議経過事項の概要

前回議事録の確認

委　員　会　報　告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　Ｌ

開会挨拶　（委員長挨拶）

SPA挨拶

　２０１４年　 9月　10日　　金曜日　　　　　１5時　  45分　～　１７時　 30分

キャビネット事務局会議室

　出席オブザーバー

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ支援委員会

 L　千々波　真照

出　席　者
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文書発信後に反応に対する審議をする

資料を基に意思統一

当時のライオンズクラブの支援状況等を把握出来るだけする

協力金に関してガバナーからも発信をして頂く。

ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ・障害者支援をメインにした文章のほうが良いんではないか

今月中に文書を発信する

ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ支援先等は未決定有効に使用されるように要相談

審議経過事項の概要

実績を次世代に引き継ぎ、青少年達の未来への夢と希望の標を残す

メンバー５０００人にバッジを配ることが出来ないか？東京都にも数少ない。

要望書読み上げ（L山崎）内容確認

議　　　題

色々な問題が出るだろうがまずは反応を見て対処する。

大枠で5億円、２・５億を付帯設備ポール等・２・５億をパラリンピック半半にして行きたい

今現在は現実的には施設に対する支援はポールとは決まっていない

ライオンズクラブがオリンピックパラリンピックに支援することは都にも報告済み

なのでこれから情報も入る

要望書はライオンズ用なので外部には極力出さないように。（文章を削るか応相談？）

No.2

募金に関しては前期に決定しているので今期は確実に実行に移す

委員長からの経過報告、３３０－Aその他複合地区にも要望書を出してまずは各クラブ

からの反応を見る

なぜオリンピックパラリンピックに記念碑的なものが必要なのか、資料を基に説明

IOC憲章に建設的なレガシーを促進することと記載されている

自己紹介

前回議事録報告


